ご支援・ご協力の皆様へ

平成21年7月31日

民事控訴審判決を迎え

今日まで変わらずに、ご支援・ご協力を下さり、支えて下さったお一人お一人の皆様に心より感謝し、お礼を申しあげます。

刑事裁判は最高裁刑確定までに４１回の公判、民事裁判は３０数回開かれました。　息子の死後９年を超え、この間支援を続けて下ることは並大抵のことではありません。ほんとうに有り難うございます。

１人の親として、ヤマト運輸との闘いがこれで終わったとは決して思っていません。なぜならヤマト運輸は効率最優先の急ぎ運転により死亡させた息子健仁の霊前に一度たりと詫びたことがないからです。生きる権利を奪い、謝罪せず、毎年２０数名の死亡・重傷犠牲者を全国で出し続ける異様なヤマト運輸の実態を社会に知らせない限り、犠牲者は今日も、明日も増えてゆきます。トラック運転手はプロのドライバーですが、皆さんはどんな運転が原因となりヤマト運輸のドライバー達が死亡・重傷事故を起こしていると想像されますか？国土交通省より情報開示された2008年一年間の事故報告書にある『事故の原因』を拾いました。中に息子の死亡事故にまったく重なるものがあります。

　　　  ■7/9　「当方(ヤマト運輸)運転者の発見遅れです。当該道路は道幅も狭く、　

　　　　　民家も少ない為、思い込みがありました。」被害者小学生＝重傷
■7/15 「住宅地内の見通しの悪い交差点で３０ｋｍ／ｈ以上で走行。危険予

知運転ができていなかった。」被害者小学生＝重傷
　　　  ■住宅地でのスピード超過

　　　  ■左右確認不足

　　　  ■前方不注意

　　　  ■再度の左右安全不確認

　　  　■安易な判断

　　　  ■危険予知不足

　　　  ■ショートカット走行

　　  　■狭路を通行し被害者を驚かせた

　　  　■狭路走行時の徐行不履行

　　  　■危険予知運転を怠った

　　　  ■２ｍ幅の狭路を３５ｋｍ／ｈで走行した

　　  　■大型トラック運転時の左折死角の確認不足

■脇見運転

■バックの際の後方安全確認不足

■徐行を怠った

■駐車時のブレーキ掛け忘れ

■居眠り

■交差点左折時の歩行者・二輪車等の不確認

■スピード超過によるハンドル操作不備

■夜間走行時の安全意識欠如

■交差点進入時の最徐行運転欠如

■完全停止前に地図をとろうとした

■「車両が２台やっとすれ違える道路を３０km/hほどのスピードで通過しようと安易な気持ちで運転してしまった。」

■横断歩道手前の一時停止を怠った

■ながら運転

■サイドブレーキ引き忘れ

■カーブ手前の減速不履行

■危険な場所での右折行為

■運転操作の誤り

■周囲状況の不確認

以上です。あまりにも稚拙で未熟なプロドライバーの運転内容に愕然とし、国土交通省の運送業者への指導のあり方を疑ってしまいます。

このような中、息子の死亡事件は、私達が現場検証を始める以前、不起訴へと着々と進められていました。運送業界トップのヤマト運輸の罪は覆い隠され一介のすでに死亡した若者に罪が転嫁されつつありました。真相を求める遺族達に、いったい何を誰を守るために情報がひた隠しにされるのでしょう。10年近い年数を経て尚、死亡交通事件はいとも簡単に、死者に落ち度があったかの如くに不起訴が決められてゆきます。死亡という重大な結果が目の前にありながら、刑事裁判さえ開かれず、今日この今も、数多くの遺族方が苦しみ抜いているのです。
私達の国は、判で押したようにバイク乗車の若者の死なら、堅実な捜査よりも先に、マスコミへの発表時、「若者の暴走が事故原因のようだ」、幼児・子供なら、「子供の飛び出しによる原因」と説明されます。この手法は「死人に口なし」として処理し易く、遺族が真相解明を諦めればそこですべて終わりにできます。半世紀以上この同じ手法が全国で使われています。その先に改善など有り得ません。それ故、トラックに巻き込まれ死亡する子供や親子、学生、高齢者方のニュースは毎日のように繰り返されています。現状を変えなければと先進諸外国の取り組みを調べました。驚いたのは車が発明された1930年代直後に素早く、車が持つ危険性を察知し市民活動が起こった国々があることでした。半世紀以上続くこれらの活動は、今や国が支えるところとなり、企業が智恵を借りにくるようになっています。私達も2006年、25才・26才の若者達とオランダ・スウェーデンの交通事故撲滅に取組む活動を視察に行きました。出発直前、次のような情報を得たのですが、皆さんはどう感じるでしょうか？

「交通事故の際の子供の免責
ドイツでは損害賠償法が改正され、2002年8月1日より満十歳までの子供が交通事故に遭った場合は、原因の如何を問わずドライバーが全ての責任を負うこととなりました。
同様の措置は他のヨーロッパの国では早くからとられており、オーストリアとオランダでは14歳まで、フランスでは16歳までとなっているそうです。自動車と歩行者・自転車とでは、力学的に見て、事故時の加害力に明かな差があり、両者が同じ平面上で共存せざるを得ない現状では、加害力の圧倒的に大きい自動車側が、その加害力に比例するだけの注意をはらい、事故責任を負うべきです。とくに子どもに対しては、五感の発達やとっさの判断力、危険に対する注意力等が未成熟な存在であることをふまえ、事故責任は全面的にドライバー側が負うべきなのです。」
この情報を法務省を訪問した折に伝えましたところ、情報として把握していないとの言葉が返ってきました。私達の国も、もう企業との癒着のぬるま湯につかることを止め、真相を懸命に知ろうと苦しむ遺族達に真正面から向き合う時代がすでに目の前に来ていることを素直に知るべきです。国や企業の横暴な力に、疲れ果て個人で立ち向かえずにいる全国の交通被害のご家族、ご遺族の方々、勇気を出せばその一歩先に、次なる犠牲者を食い止める力が生まれます。ヤマト運輸の犠牲になられた皆様、大企業の力の前でも決して諦めないでください。被害に遭っていない全国の皆様も、毎日毎日クロネコヤマトの宅配トラックが狭い道路を通り家のすぐ前までやってきています。家族の犠牲の危険性はすぐそこにあります。徐行しないプロドライバー達を見張ってください。
交通事故の被害者は犯罪被害者と認められています。が、現実は「事故だから仕方ない、故意じゃないのだから、犯罪ではないのだから」と隅に追いやられます。地域で、会社で、犯罪被害者遺族達は心無い言動により、落ち込む心身をズタズタにされます。この写真が分かりますか？自宅から100メートル足らずの、息子が犠牲となった現場です。９年近く毎日花を供えていました。花がなければ、そこが死亡者を出す危険な場所だと伝えられるものが他に何もありません。二度と死亡者を出さないよう、抑止の意味を込め供えていた花が、コンクリートブロックで花瓶ごと壊されていました。会社からの帰り、疲れた心身はさらにボロボロになりました。「犯罪被害者等基本法」の骨子に、国・地方自治体の犯罪被害者に対する責務が謳われています。そして、国民の責務が謳われています。国は、今すぐできることに、試行錯誤しながらでも、素早く取組んでください。犯罪被害者を、日常的に遭う心無い言動から護るべく、国民へ分かり易い形で伝える基本法の周知を早めてください。心からのお願いです。

国は長らく私達を、決して逆らうことのない、静かな眠れる姿に形作るよう腐心してきました。そこから生じる歪みは、より幼い者、力のない者に向かうのを常としてきました。しかし今、真相を知ろうとすることが当然の権利と認められ、国、地方自治体、国民が協力を惜しまない社会が生まれるよう、身を粉にして国は働いてください。

～～　終わりに　～～

奈良は、県庁や裁判所、検察庁など官庁街が近鉄奈良駅から、すぐのところにあります。駅から2・3分歩けば奈良公園が広がり、道路を隔て官庁の建物が並びます。息子亡き後、奈良地検・地裁・署名活動に向かうため奈良公園をいつも通りました。重い気持ちで歩いた日々、季節の移り変わりに気づかず過ごしていました。ゆとりを持てば、目を上げ桜や新緑、紅葉、園内の鹿たちに癒されることもあったでしょう。しかし真相を解明するため、警察、検察庁、裁判所に足を運び、次々と交代する検事らに、一から話を始めに行かねばならない気の遠くなる重さ、傍聴席で被告の明らかな嘘を聞き、怒鳴りたい思いをこらえる苦痛と怒りに、行きも帰りも、ひたすら下を向いて歩いていました。何年かしたある日、『あぁ、そう言えばここは奈良公園だったんだ。』と気づきました。

家族を喪い、遺族となり、涙を流す回数以上にしたこと、
それは頭を下げることでした。
病院で担当医師に会い、警察署に出向き、救急隊員に会い、弁護士と会い、検察に赴き、裁判所に足を運んでは、
『カルテを見せてもらえますか。』
『救急隊の出動記録の開示をして下さい。』
『まず現場検証をして下さい。』
『厳正な捜査をして下さい。』
『分かっていることを教えて下さい。』
『そんな威圧的にでなく、もう少し言葉に配慮してもらえますか。家族を亡くしたばかり
で今ぼろぼろなのです、お願いします。』
『現場写真を見せてください、真相を知りたいのです、お願いします。』
『現場検証をしたいので、手伝ってもらえますか、お願いします。』
『車を貸していただけますか、すみませんお願いします。』
『検証中の為、ご迷惑おかけしています、申し訳ありません。』
『事故直後の話しを聞かせて下さいますか、お忙しいのにすみません。』
『一人では心細いので、警察へ一緒に行ってもらえますか。』
『街頭署名を始めますので、手伝っていただけますか。』
『皆さん、署名を、お願いします！』
『裁判官方で現場に一度来てください。』
『裁判所サイドの現場検証を、とにかくやって下さい。』
『すみません、明日刑事裁判なので早退してもいいですか。』
『明日、民事裁判で、ちょっと遅れてきます、すみません。』

被害の当時者・遺族が置かれる現状は、とてつもなく過酷だと思い知ります。
その過酷さを黙々と耐え、乗り越えてゆくと、
違った自分になれるのだろうかと思うことがあります。道は遠いです。
でも、今この道をしっかり歩かないと、後の人達が同じように苦労します。
自分の生まれた国なので、良くなって欲しい。
今より、良くなって欲しい。
だから、くいしばって歩こうと思います。
先に亡くなった息子への、それが親のつぐないです。

平成２1年7月３１日　ヤマト運輸宅配トラック犠牲者遺族　児島早苗
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